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ムである ísignificant formJ の理念的な意義を明らかにするものともなった。
フライが近代美術史に名前を留めているのは、その批評活動と連動するかたちで「ポスト印象派」の展覧会を組織
したことによる。この企画を通じて、印象派への厳しい批判と、「ポスト印象派」の芸術についての評価という、相
対立するこ極構造からなるフライ独自の近代芸術観が浮かび上がってくる o 論者は今なお影響力を残すこのモダニズ
ム解釈が、フライの批評理論の根底に想定した「感受性の論理」といかに相互に対応するものであったかを確認しよ
うとしているD この試みによって、理論と実践の二面から批評家ロジャー・フライの実像が過不足なく浮彫りされて
きているo
本論文を全体として挑めるとき、良く言えば周到な配慮をもって書かれた論文であるとも言えるが、多方面に論者
の意識が拡散してしまい、最終的に結論をどこに導こうとしたのかが今ひとつつかみにくいところがあるo 第六章は
第五章までの分析と解釈の正当性をサポートする意図で書かれたもののようであるが、むしろその主張を暖昧なもの
にしてしまっている。しかし先に述べた、この論文の研究成果は、これらの不備を補って余りあるものであると言う
ことができる。よって本審査委員会は一致して、ここに本論文を博士(文学)の学位を授与するに値するものである
と認定するo
? ?
